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「キャリア形成プログラム運用指針」の一部改正について 

 

 

 

キャリア形成プログラムの運用方法等については、「キャリア形成プログラム運用指針

について」（平成 30 年７月 25 日付け医政発 0725 第 17 号厚生労働省医政局長通知。以下

「局長通知」という。）の別添「キャリア形成プログラム運用指針」（以下「運用指針」と

いう。）により定められているところですが、本年４月１日に医療法及び医師法の一部を

改正する法律（平成 30 年法律第 79 号）の一部が施行されたことに伴い、令和２年度のキ

ャリア形成プログラムの運用方法等について、別紙新旧対照表のとおり運用指針を改正し、

本日から適用することとしたので、通知します。 

貴職におかれては、内容について十分御了知の上、管内市町村（特別区を含む。）を始

め、関係者、関係団体等に周知いただくとともに、その取扱いに遺漏なきようお願いしま

す。 

なお、本年度のキャリア形成プログラムの運用方法等については、引き続き、改正前の

運用指針によることとし、また、令和３年度以降のキャリア形成プログラムの運用方法等

については別途通知する予定である旨、申し添えます。 
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キャリア形成プログラム運用指針について（平成 30年７月 25日付け医政発 0725第 17号厚生労働省医政局長通知）別添「キャリア形成プログラム運用指針」 新旧対照表 

（傍線部分は改正部分） 

改  正  案 現       行 

キャリア形成プログラム運用指針 

 

１．地域枠 

（１） （略） 

（２）地域枠の選抜方法 

平成 20 年度以降の臨時定員増に伴う定員枠（（１）のアの①）について

は、医師確保が必要な地域等に医師を配置・確保することを目的として措置

されたものであり、医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成 30 年法

律第 79 号。以下「改正法」という。）の衆議院附帯決議において、「地域医

療に志のある学生の入学を推進し、地域枠の医師を当該地域に確実に定着さ

せる観点から、地域枠については、地域枠以外の入試枠と峻別した上で学生

の募集を促すことによって必要な学生の確保が確実になされるよう」にする

こととされていることを踏まえ、地域医療に従事する明確な意思を有し、卒

業後に地域に定着する可能性が高い学生を、当該定員枠を充足する人数分確

実に確保することができるよう、入学者の選抜の時点で、当該定員枠につい

て一般枠等とは別の選抜枠を設定すること（「地域の医師確保の観点からの

平成 32 年度以降の大学医学部の入学者の選抜方法について（通知）」（平成

30 年 10 月 25 日付け医政発 1025 第８号厚生労働省医政局長通知）も参照の

こと。）。 

 

２．キャリア形成プログラムの内容 

（１）・（２） （略） 

（３）対象期間 

キャリア形成プログラム運用指針 

 

１．地域枠 

（１） （略） 

（２）地域枠の選抜方法 

平成 20 年度以降の臨時定員増に伴う定員枠（（１）のアの①）について

は、医師確保が必要な地域等に医師を配置・確保することを目的として措置

されたものであり、医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成 30 年法

律第 79 号）の衆議院附帯決議において、「地域医療に志のある学生の入学を

推進し、地域枠の医師を当該地域に確実に定着させる観点から、地域枠につ

いては、地域枠以外の入試枠と峻別した上で学生の募集を促すことによって

必要な学生の確保が確実になされるよう」にすることとされていることを踏

まえ、地域医療に従事する明確な意思を有し、卒業後に地域に定着する可能

性が高い学生を、当該定員枠を充足する人数分確実に確保することができる

よう、入学者の選抜の時点で、当該定員枠について一般枠等とは別の選抜枠

を設定することが適切である。 

 

 

 

 

２．キャリア形成プログラムの内容 

（１）・（２） （略） 

（３）対象期間 

（別紙） 
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ア キャリア形成プログラムの各コースの対象期間（医師が当該コースに

基づいて医療機関等に派遣される期間を通算したものをいう。以下同

じ。）は、原則として、９年間とする。このうち、医師の確保を特に図

るべき区域等の医療機関における就業期間を４年間以上とする等、当該

地域等における医師の確保を十分に図るために必要な期間設定を行う

こととする。 

なお、医師の確保を特に図るべき区域とは、都道府県が医療計画に定

めた医師少数区域及び医師少数スポットを指すものである。 

 

 

 

イ （略） 

（４）対象医療機関等 

ア・イ （略） 

ウ キャリア形成プログラムの各コースにおいて就業先とされる医療機

関等（以下「対象医療機関等」という。）の設定に当たっては、医師の

確保を特に図るべき区域における医師の確保と、対象医師の能力の開

発・向上の両立というキャリア形成プログラムの目的が達成されるよう

留意することとする。 

エ～カ （略） 

（５） （略） 

 

３．キャリア形成プログラムの策定等の手続 

（１）・（２） （略） 

（３）策定等及び公表 

  都道府県は、都道府県が行う医師派遣と大学が行う医師派遣の整合性の確

ア キャリア形成プログラムの各コースの対象期間（医師が当該コースに

基づいて医療機関等に派遣される期間を通算したものをいう。以下同

じ。）は、原則として、９年間とする。このうち、医師が不足している

地域等の医療機関における就業期間を４年間以上とする等、当該地域等

における医師の確保を十分に図るために必要な期間設定を行うことと

する。 

なお、医師が不足している地域は、人口 10 万人対医師数や地理的条

件（へき地、離島等）に基づき、都道府県ごとに協議し、設定すること。

平成 32 年４月以降は、医師偏在指標の導入に伴い、都道府県は別途医

師少数区域等の設定を行い、これに基づく医師確保対策を講じること

となる。 

イ （略） 

（４）対象医療機関等 

ア・イ （略） 

ウ キャリア形成プログラムの各コースにおいて就業先とされる医療機

関等（以下「対象医療機関等」という。）の設定に当たっては、医師が

不足している地域における医師の確保と、対象医師の能力の開発・向上

の両立というキャリア形成プログラムの目的が達成されるよう留意す

ることとする。 

エ～カ （略） 

（５） （略） 

 

３．キャリア形成プログラムの策定等の手続 

（１）・（２） （略） 

（３）策定等及び公表 

都道府県は、都道府県が行う医師派遣と大学が行う医師派遣の整合性の確
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保を図ることや、派遣される医師本人のキャリア形成の機会を確保すること

等の改正法の趣旨が十分に果たされるよう、毎年度９月末までを目安に、（１）

の協議が整った事項に基づき、キャリア形成プログラムのコースの策定又は

変更を行い、その内容を公表するものとする。 

 

 

４．キャリア形成プログラムの適用 

（１）事前通知 

ア 都道府県は、平成 31 年度以降に大学医学部に地域枠で入学する者に

対しては、募集要項に記載すること等により、当該入学者の選抜を実施

するときまでに、卒業後にキャリア形成プログラムが適用されることを

通知することとする。 

イ （略） 

（２）・（３） （略） 

 

５．修学資金 

ア～ウ （略） 

エ 地域枠修学資金に地域医療介護総合確保基金を活用することは、アか

らウまでの要件を満たした上で、当該地域枠修学資金の貸与対象となる

学生を一般枠等とは別の選抜枠により選抜する場合にのみ、認められ

る。 

 

６． （略） 

保を図ることや、派遣される医師本人のキャリア形成の機会を確保すること

等の医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成 30 年法律第 79 号。以下

「改正法」という。）の趣旨が十分に果たされるよう、毎年度９月末までを

目安に、（１）の協議が整った事項に基づき、キャリア形成プログラムのコ

ースの策定又は変更を行い、その内容を公表するものとする。 

 

４．キャリア形成プログラムの適用 

（１）事前通知 

ア 都道府県は、平成 31 年度以降に大学医学部に地域枠で入学する者に

対しては、入学時に、卒業後にキャリア形成プログラムが適用されるこ

とを通知することとする。 

 

イ （略） 

（２）・（３） （略） 

 

５．修学資金 

ア～ウ （略） 

エ 地域枠修学資金に地域医療介護総合確保基金を活用することは、アか

らウまでの要件を満たした上で、当該地域枠修学資金を貸与する対象が

当該都道府県内出身者である場合にのみ、認められる。 

 

 

６． （略） 

 


